
円形断面鉄筋コンクリート部材の耐震性能評価に関する研究
（その６：断面形状の異なるRC部材のせん断実験）
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１．はじめに

300筆者らは、これまでに直径が

～ の円形断面鉄筋コンクリ600mm
ート（以下、 と略記する）部材RC
の耐震性能に及ぼす各種要因の影

響について一連の検討を行い 、1 ,2) )

円形断面 部材のせん断耐力は、RC
円形断面を等価な正方形断面に置

換する簡便法を使用して評価した

計算結果と実験結果とが良く一致

、 、することを示したが その妥当性

適用性および汎用性を明らかにす

るためには、 部材のせん断挙動RC
に及ぼす断面形状の影響についての詳細な検討が必要

である。そのため、本研究では、せん断補強量の異な

る 部材の曲げ・せん断挙動に及ぼす断面形状の影RC
響について一連の検討を行うこととした。

２．実験方法

本実験では、 および に示すように、部表－１ 図－１

材断面の形状が円形（直径： φ 00 ）と正方形D= 3 mm
（一辺の長さ： □ ）の 種類で、せん断スパD= 266mm 2
ンが の片持ちばり形式の 試験体を用いて、450mm RC
断面形状の異なる 部材の曲げ・せん断挙動に及ぼRC
すせん断補強量（補補強筋無し、φ の磨き鋼棒の4mm
補強筋間隔が 、 および の 種類）の影響に100 50 33mm 4
ついて調査を行った。円形および正方形断面部のコン

クリートおよび鉄筋の材料試験結果を に示す。表－２

、 、 、本実験では 載荷は変位制御とし 部材角R=1/1,000
を正負各 回、 、 、 、 を各 回1/500 1 =1/250 1/100 1/50 1/25 2R

繰り返し、その後 方向で となるまで単調漸増1 =1/15R
載荷を行ってせん断荷重－たわみ関係を測定した。

３．実験結果とその考察

３.１ せん断耐力

、 （ ）図－２は 最大せん断耐力とせん断補強量 ･pw w yσ

。との関係を 部材の断面形状別に示したものであるRC
図から明らかなように、せん断補強量が約 の場2MPa
合には、円形断面 部材のせん断耐力は、正方形断RC
面 部材と同等もしくは若干大き目の値を示していRC

RCるが せん断補強量が減少するとともに正方形断面、

Evaluation of Earthquake Resistant Ability of Reinforced Concrete Circular Member
( )Part 6 : Shear Loading Tests of RC Member with Different Section Shape

OKADA Akida A Kazuo and YAMAMOTO Toshihiko, YAMAD

表－１ 実験の概要

試験体 せん断 寸 法 曲げ主筋 せん断補強筋 軸 力
Nスパン比 σ

記 号 ( ) ( ) 配 筋 ( ) 配 筋 ( ) ( )M/QD Pg Pwmm % % MPa

C-000 0.00－

C-100 300 4-@100 0.08φ φ
1.50 × 12-D16 3.40 7.5

C-050 450 4-@ 50 0.17φ

C-033 4-@ 33 0.25φ

S-000 0.00－

S-100 266 4-@100 0.09□ φ
1.69 × 12-D16 3.40 7.5

S-050 450 4-@ 50 0.19φ

S-033 4-@ 33 0.29φ

(a) 円形断面試験体

(b) 正方形断面試験体
図－１ 試験体の形状・寸法（単位：mm）
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表－２ 材料試験結果（円形・正方形断面部）
(ａ)コンクリート

引張強度試験 圧縮強度試験 ヤング
試験

密 度 強 度 密 度 強 度 係数
材齢

( ) ( ) ( ) ( ) ( )g/cm MPa g/cm MPa MPa3 3

441 2.31 2.35 2.32 25.6 2.59×10日*1

456 2.29 2.38 2.31 25.9 2.65×10日*2

[注］ および ：それぞれ実験直前および直後。*1 *2
(ｂ)鉄 筋

伸び 降伏点 引張 ヤング
種 類 呼び名 強さ 係数

( ) ( ) ( ) ( )% MPa MPa MPa
5主 筋 D16 24.6 436 628 1.96×10
5帯 筋 φ4 11.8 714* 765 2.00×10

［注］ ： オフセットポイント。* 0.2%

̶221̶

23111 日本建築学会大会学術講演梗概集�
（東　海） 2003年 9 月



部材のせん断耐力に比べて徐々に小さくなり、せん断

補強筋が配筋されていない場合になると 程度小さ20%
い値を示している。これは、せん断補強量が少なくな

ると、 部材のせん断挙動はせん断補強筋よりも圧RC
縮部コンクリートの影響が相対的に著しくなり、矩形

断面に比べて中立軸位置の上昇に伴う圧縮部断面積減

少の著しい円形断面を有する 部材では、せん断耐RC
力の低下がより顕著になるためと考えられる。

３.２ 荷重－変位関係

および は、それぞれ円形および正方形図－３ 図－４

断面 部材によって得られたせん断荷重－たわみ関RC
図－５係の例を試験体別に示したものである。また、

は、限界変形を最大耐力の まで耐力が低下した時80%
点の変形と定義した場合の限界変形角（ ）とせん断Rl
補強量との関係を断面形状別に示したものである。こ

れらの図によれば、 部材の耐荷性能は、断面形状RC
に関わらずせん断補強量の増加とともに向上する傾向

を示すことがわかる。また、正方形断面 部材の限RC
界変形角 は、せん断補強量（ ･ ）の増加とともR pl w w yσ

にほぼ直線的に増大しているが、円形断面 部材のRC
場合は、 ･ > （せん断補強筋間隔： ）pw w yσ 1.2MPa 50mm
の範囲で急増する傾向を示しており、 部材の靭性RC
向上に及ぼすせん断補強筋の効果が断面形状によって

相違していることがわかる（ 参照 。図－５ ）

４．むずび

本研究の結果、せん断補強量（ ･ ）の少ないpw w yσ

範囲では、一般的に 部材の最大せん断耐力およびRC
限界変形角は円形断面よりも正方形断面部材の方が大

きくなるが、その差はせん断補強量が多くなるに従っ

て徐々に小さくなり、 ･ が2 を超える範囲にpw w yσ MPa
なると、逆転傾向を示すことが明らかとなった。
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図－２ 最大せん断耐力－せん断補強量関係
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図－３ せん断荷重－たわみ関係の一例
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図－４ 限界変形角－せん断補強量関係
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